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山口宇部空港

Tourism Restoration In Yamaguchi
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参勤交代の時代には、
江戸‐長州間は約1ヶ月、

今じゃ、東京-山口間は

90分でひとっ飛び！

〈山口宇部空港から各地への車での所要時間〉

山口の旅行は、

長州タイムズ

土
塀
を
巡
ら
せ
た
武
家
屋
敷
の
そ
ば
に
佇
む
と
、

維
新
の
志
士
た
ち
に
出
会
え
そ
う
な
気
が
し
た
。

時
代
は
続
く
、遠
い
過
去
か
ら
今
日
ま
で
。

こ
こ
は
、歴
史
と
自
然
が
調
和
す
る
、

古
地
図
で
歩
け
る
城
下
町
、萩
で
あ
る
。

吉田 松陰
Shoin Yoshida 

山口で
待っち

ょるよ
～！
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サイクリングがええですよ！
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柚
木
慈
生
温
泉〈
山
口
市
〉

﹇Y
unokijisyou O

nsen

﹈

炭
酸
ガ
ス
を
た
っ
ぷ
り
含
む
緑
褐
色
の
お
湯

は
、全
国
で
も
稀
な
優
れ
た
泉
質
。血
行
を
促

進
し
、身
体
を
し
っ
か
り
と
温
め
ま
す
。飲
用

効
果
も
高
い
と
さ
れ
る
の
で
、ぜ
ひ
一
杯
。

【
泉
質
】含
二
酸
化
炭
素
―
ナ
ト
リ
ウ
ム

カ
ル
シ
ウ
ム
―
炭
酸
水
素
塩
・
塩
化
物
冷
鉱
泉

【
適
応
症
】 

神
経
痛
、筋
肉
痛
、糖
尿
病
、通
風
、肝
臓
病
な
ど

川
棚
温
泉〈
下
関
市
〉

﹇K
aw
atana O

nsen

﹈

ラ
ド
ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
、塩
分
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
む
多
機
能
温
泉
。ラ
ド
ン
は
空
気
中
を
漂
う

た
め
、温
泉
の
蒸
気
を
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
む

こ
と
で
、よ
り
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

【
泉
質
】含
弱
放
射
能
―
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル

シ
ウ
ム　

塩
化
物
温
泉

【
適
応
症
】 

痛
風
、関
節
リ
ウ
マ
チ
、皮
膚
乾
燥
症
な
ど

萩
温
泉
郷〈
萩
市
〉

﹇H
agi O

nsenkyou

﹈

萩
市
内
に
あ
る
8
つ
の
源
泉
の
総
称
。ミ
ネ
ラ

ル
を
た
っ
ぷ
り
含
む
海
水
の
よ
う
な
温
泉
も

あ
り
、優
し
く
肌
を
包
み
込
む
塩
の
成
分
が
、

天
然
の
保
湿
剤
の
よ
う
な
役
割
を
し
ま
す
。

【
泉
質
】カ
ル
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
塩
化
物

泉
な
ど

【
適
応
症
】切
り
傷
、冷
え
性
、皮
膚
乾
燥
症
な
ど

俵
山
温
泉〈
長
門
市
〉

﹇T
aw
arayam

a O
nsen

﹈

入
浴
も
◎
、飲
泉
も
◎
の
山
口
県
を
代
表
す
る

名
湯
。全
国
で
も
数
少
な
い
自
然
湧
出
泉
が
楽

し
め
ま
す
。と
ろ
と
ろ
の
お
湯
で
お
肌
は
ツ
ル

ツ
ル
！ 

若
返
り
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
泉
質
】ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉

【
適
応
症
】胃
腸
病
、リ
ウ
マ
チ
、神
経
痛
な
ど

長
門
湯
本
温
泉〈
長
門
市
〉

﹇N
agato Y

um
oto O

nsen

﹈

全
国
で
も
貴
重
な
P
H
9.
6
以
上
の
高
ア
ル

カ
リ
性
の
お
湯
。美
肌
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る

炭
酸
イ
オ
ン
を
多
く
含
み
、肌
表
面
を
柔
ら
か

く
し
、不
要
な
角
質
を
洗
い
流
し
ま
す
。

【
泉
質
】ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉

【
適
応
症
】神
経
痛
、筋
肉
痛
、関
節
痛
な
ど

湯
野
温
泉〈
周
南
市
〉

﹇Y
uno O

nsen

﹈

ラ
ド
ン
を
含
み
、ほ
ん
の
り
と
硫
黄
の
香
り
が

漂
う
ツ
ル
ツ
ル
の
お
湯
。硫
黄
成
分
は
肌
表
面

の
余
分
な
皮
脂
を
溶
か
す
た
め
、ニ
キ
ビ
肌
な

ど
の
方
に
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

【
泉
質
】含
弱
放
射
能
―
ア
ル
カ
リ
性
単
純
硫
黄
温
泉

【
適
応
症
】 

関
節
リ
ウ
マ
チ
、ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
、慢
性
湿
疹
な
ど

湯
田
温
泉〈
山
口
市
〉

﹇Y
uda O

nsen

﹈

1
日
に
2
0
0
0
ト
ン
が
湧
き
出
る
天
然
温

泉
。ア
ル
カ
リ
性
で
、お
肌
を
す
べ
す
べ
に
す
る

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。メ
タ
ケ
イ
酸
も
多

く
含
み
、保
湿
効
果
も
バ
ッ
チ
リ
で
す
。

【
泉
質
】ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉

【
適
応
症
】神
経
痛
、筋
肉
痛
、関
節
痛
な
ど

上
関
海
峡
温
泉〈
上
関
町
〉

﹇K
am
inoseki K

aikyou O
nsen

﹈

イ
ン
パ
ク
ト
大
な
茶
褐
色
の
お
湯
が
特
徴
。地

下
1
0
0
0
m
か
ら
汲
み
あ
げ
る
源
泉
は
、身

体
を
ぽ
っ
か
ぽ
か
に
温
め
、保
温
効
果
も
持
続

し
ま
す
。冷
え
性
の
方
に
お
す
す
め
で
す
。

【
泉
質
】含
鉄
―
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
塩
化
物
冷
鉱
泉

【
適
応
症
】切
り
傷
、冷
え
性
、皮
膚
乾
燥
症
な
ど

い
よ
い
よ
明
治
維
新
1
5
0
年

「
や
ま
ぐ
ち
幕
末
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
祭
」

「
サ
イ
ク
ル
県
や
ま
ぐ
ち
」の
取
り
組
み

1
8
5
0
年
代
の
萩
城
下
町
絵
図
を
も
と
に
N
P
O
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
が
作
成

　

今
年（
２
０
１
８
年
）

は
、明
治
改
元
か
ら
１
５
０

年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き

年
。山
口
県
で
は
、以
前
よ

り
、幕
末
維
新
を
テ
ー
マ

と
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン「
や
ま
ぐ
ち
幕
末
Ｉ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
祭
」を
展
開
し
て

き
た
が
、今
年
は
さ
ら
に

盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
を

用
意
し
、全
国
各
地
の

方
々
に
山
口
県
の
特
別
な

旅
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

　

ま
ず
、山
口
県
内
各
地

で
、様
々
な
明
治
維
新
１

５
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
や

特
別
企
画
展
な
ど
を
開

催
。そ
れ
ら
の
情
報
は
、オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
で
発

信
す
る
。

　

そ
し
て
、料
金
割
引
や

一
品
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、お

得
な「
お
も
て
な
し
」が
受

け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
機
能

と
、素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
要
素
を
備
え
た
、山

口
県
旅
行
に
は
欠
か
せ
な

い
大
人
気
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

旅
券「
お
い
で
ま
せ
パ
ス

ポ
ー
ト
」も
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
。明
治
維
新
１
５

０
年
を
記
念
し
、今
年
限

り
と
な
る
３
本
の
特
別
企

画
を
用
意
し
た
。

　

１
つ
目
は
、博
物
館
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
明
治
維

新
１
５
０
年
特
別
展
示
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す

る
と
、特
製
の
カ
ー
ド
が

も
ら
え
る『
ぐ
る
得
編
』。

２
つ
目
は
、「
薩
長
土
肥
」

４
県
の
味
覚
が
堪
能
で
き

る
会
席
料
理
が
付
く
特
別

な
宿
泊
プ
ラ
ン『
薩
長
土

肥
会
席
編
』。そ
し
て
３
つ

目
は
、幕
末
維
新
に
ち
な

ん
だ
特
別
料
理
が
味
わ
え

る『
長
州
こ
だ
わ
り
グ
ル

メ
編
』だ
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
特
別
企

画
が
加
わ
っ
た「
お
い
で

ま
せ
パ
ス
ポ
ー
ト
」を
上

手
に
活
用
す
れ
ば
、明
治

維
新
１
５
０
年
の
山
口
県

が
満
喫
で
き
る
こ
と
間
違

い
な
し
。今
年
の
旅
は
、山

口
県
で
決
ま
り
だ
。

お
問
い
合
わ
せ

山
口
県
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
室  

TEL 

0
8
3
―

9
3
3
―
3
1
7
0

　
「
サ
イ
ク
ル
県
や
ま

ぐ
ち
P
r
o
j
e
c
t
」

で
は
、国
内
外
か
ら
の

来
県
者
や
県
民
が
、気

軽
に
県
内
を
自
転
車

で
周
遊
で
き
る
よ
う
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を

常
備
し
た「
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
整

備
。レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
種
類
や
数
は
各
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、ク
ロ
ス

バ
イ
ク
や
電
動
バ
イ

ク
、ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

な
ど
多
彩
に
扱
う
。

　

一
部
の
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
関

連
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
も
用
意
。例
え

ば
、山
口
市
阿
東
地
区

の〝
十
種
ヶ
峰
Ｗ
Ｏ
Ｏ

Ｄ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
〞で
は
、

国
内
唯
一
の
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
・
ダ
ウ

ン
ヒ
ル
国
際
大
会
開

催
地
と
し
て
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
体
験
が

で
き
る
ほ
か
、阿
東
・

津
和
野
地
区
サ
イ
ク

リ
ン
グ
体
験
会
や
最

寄
り
駅
ま
で
の
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
お
届
け

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実

施
。ま
た
、レ
ス
ト
ラ

ン
や
温
泉
・
宿
泊
施

設
を
備
え
る
周
防
大

島
町
の〝
グ
リ
ー
ン
ス

テ
イ
な
が
う
ら
〞は
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る〝
瀬
戸
内
の
ハ
ワ

イ
〞周
防
大
島
エ
リ
ア

一
周
や
キ
ッ
ズ
バ
イ

ク
体
験
・
レ
ー
ス
、マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

パ
ー
ク
で
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ

体
験
な
ど
の
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し

め
る
。同
施
設
は
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
や
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
の
拠
点
に

も
適
し
、家
族
や
仲
間

と
の
泊
ま
り
が
け
の

利
用
に
も
お
す
す
め
。

　

現
在
、こ
れ
ら
の
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
県
内
４
カ
所
に

設
置
。平
成
30
年
１
月

ま
で
に
８
カ
所
に

増
え
る
予
定
だ
。各

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

以
外
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
が
満
載

で
、今
後
の
展
開
か

ら
目
が
離
せ
な
い
。

　

サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整

備
状
況
や
各
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
情

報
は
以
下
の
サ
イ

ト
か
ら
。

山
口
県
内
に
あ
る
温
泉
の
特
長
は
、肌
表
面
の
古

い
角
質
や
余
分
な
皮
脂
を
取
り
除
い
て
く
れ
る

ク
レ
ン
ジ
ン
グ
効
果
の
高
い
美
人
湯
が
多
く
、

「
肌
を
オ
フ
」出
来
る
こ
と
。東
海
大
学
斉
藤
雅
樹

教
授
が
各
県
の
代
表
温
泉
地
を「
美
人
湯
度
」で

評
価
し
て
県
ご
と
の「
美
人
湯
遭
遇
率
」を
試
算

し
た
と
こ
ろ
、山
口
県
は
83.
3
パ
ー
セ
ン
ト
。

な
ん
と
全
国
1
位
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、 

海
や
山
な
ど
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
、

た
く
さ
ん
の
癒
し
ス
ポ
ッ
ト
や
温
泉
で
、の
ん

び
り
と「
心
を
オ
フ（
休
暇
）」す
る
こ
と
。

こ
の
２
つ
の
要
素
を
含
む
こ
と
か
ら「
オ
フ
泉

県
や
ま
ぐ
ち
」と
名
付
け
て
い
ま
す
。 

山
口
県
で
撮
っ
た「
オ
フ
に
な
れ
た
瞬
間
」の
写

真
を
S
N
S
で
投
稿
す
る
と
、〝
究
極
の
オ
フ
旅
〞

な
ど
素
敵
な
賞
品
が
当
た
る
、「
や
ま
ぐ
ち
の
温

泉
・
湯
め
ぐ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
中（
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
・
応
募

期
間
２
０
１
８
年
２
月
28
日
ま
で
）。

利
用
料
が
一
部〝
オ
フ
〞と
な
る
な
ど
、湯
め
ぐ
り

に
便
利
な
お
得
な
割
引
特
典
を
受
け
ら
れ
る『
オ

フ
泉
店
』も
利
用
し
て
、や
ま
ぐ
ち
の
温
泉
を
さ

ら
に
満
喫
し
よ
う
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

http://offsenken-
yam
aguchi.com

/

やまぐちの温泉・湯めぐりキャンペーン

ゆめの未来公園はじまる !
平成30年は明治改元150年の節目の年です。
山口県では、明治150年プロジェクト「やまぐち
未来維新」を展開しており、その中核イベントと
して山口ゆめ花博を開催します。
「山口から開花する、未来への種まき。～ 150年を
振り返り、次の150年につなぐ～」を開催テーマと
して、山口から「ゆめの未来公園」を発信します。

咲き誇る
1,000万の山口県の花

ファンタスティックな
ナイトプログラム

山口県から始まる
「子どもの育ちを支える公園」

心躍る1,000のイベントと
体験プログラム

日本一に挑戦 新しい公園の夢を持ち寄る
県民参加プログラム

【大　　　人】当日1,200円・前売900円
【高   校   生】当日　800円・前売600円
【小・中学生】当日　600円・前売500円
【小学生未満】無料           
  ※一部無料エリアもあります。

「山口ゆめ花博」事務局  ☎083(933)4805
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
（第35回全国都市緑化やまぐちフェア実行委員会事務局）

お問合
わせ先

◆2018年９月14日（金）～ 11月４日（日）52日間
◆山口きらら博記念公園（山口市）
◆入場料金

◆６つの特徴　

山口県の魅力をまるごと体験していただき、スタンプを集め
ると素敵なプレゼントが当たる抽選にご応募いただけます。
明治維新150年にちなんだ今年限りの
特別企画も盛りだくさんです!
詳しくはやまぐち幕末ISHIN祭オフィシャルサイトをご確
認ください。

県内周遊にご活用ください !
おいでませパスポート

やまぐち幕末ISHIN祭の詳しい
情報はオフィシャルサイトを
ご覧ください。

ishin150.jp 検索

古地図を片手に、まちを歩こう。
■実施期間  開催中～平成30年12月の各コース実施日（要事前申込み）
■実施場所  山口県内（岩国市、柳井市、上関町、光市、下松市、周南市、
   防府市、山口市、宇部市、山陽小野田市、下関市、長門市、萩市）及び
   島根県益田市の29 ヶ所
■料金  コースにより異なる
■問合せ先  一般社団法人山口県観光連盟　Tel083-924-0462
■ＨＰ  http://www.oidemase.or.jp/kochizu/
※実施日、集合場所、料金、申し込み先、問合せ先等、すべてコースにより
　異なりますので、パンフレットまたはＨＰにてご確認ください。

江戸時代の古地図が豊富に残されている山口県。

これらの古地図を眺めながら、地元ガイドの案内で、城下町や宿場町などを散策する

ガイドウォークを、山口県内及び島根県益田市の29コースで楽しめます。

参加者には、コース別に作成した古地図リーフレットをプレゼント。

15コース以上参加された方には、全てのリーフレットがセットになった

「コンプリートボックス」をもれなく進呈するスタンプラリーも実施中。

山口ー東京（羽田）線もサービスの対象です。

旅先で行きたいお店を
検索して、予約もできる！
空の上から家族や友人に
メッセージが送れる！

子供向けの
ビデオプログラムが
あるから、旅行や帰省
でもお子様も満足！

メールや予定の確認、
仕事の調べものが
できる！

JAL国内線のWi-Fiは、次の進化へ。
ずっとWi-Fi 無料宣言！

おもてなしの気持ちを
込めて、特典いっぱいの
「おいでませパスポート」
をご用意しました。

山
口
県
の
旅
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http://cycleken-
yamaguchi.com/ Facebook
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幕末動乱の中、常に時代をリードし、『明治維新』の原動力となった『長州藩』。
志士たちが成し得た偉業は、知恵のみならず、まさに行動によるものだった。
あれから、150年。その「行動力」がふたたび『山口県』に新風を巻き起こす。

　　　  「よーし、ぼちぼち走りますかのう」

The Choshu Domain was hotbed of activism during the last days of the 
Tokugawa shogunate, and became the driving force for the success of the Meiji 
Restoration.Their great achievement was using not only their wisdom but also 
the power of their actions as well.Now 150 years later. This energy heralds a 
new era in Yamaguchi prefecture.
As Shoin Yoshida said,  “Let’ s get cracking.”

つづきは裏面へ松陰




